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79和文要旨

北海道北西沿岸における渦鞭毛藻 Dinophysis 属プランク

トンの出現状況とホタテガイ下痢性貝毒毒力の経年変化

西浜雄二，宮園　章，渡辺晶子，中島羊二

北海道沿岸における貝毒モニタリングによって蓄積さ

れた資料を用いて，1988～1998年の北海道日本海北部海
域（留萌支庁管内）小平沖定点における貝毒プランクト

ンの出現状況とホタテガイ下痢性貝毒毒力との関係を検

討した。 Dinophysis fortii および D.acuminataが100細
胞/ℓ以上の密度で出現したときの水温は，それぞれ9～
15℃および5～8℃であった。年最高毒力はおもに6～7月
に，まれに4～5月にみられた。ホタテガイの下痢性貝毒
毒力の程度は，D. fortii が6月に500～1,000細胞/ℓほど
の密度で出現した年には0.2～0.4MU/g-軟体部ほどであ
り，100～200細胞/ℓの密度で出現した年には0.05MU/g-
軟体部以下であった。

A317 北水試研報　58 １-８　2000

低水温下におけるアサリの低塩分・貧酸素耐性

蔵田　護

1996年と1998年の融氷後にサロマ湖の造成礁でアサリ
の大量斃死が確認された。結氷時期および融氷時期に，

低塩分・貧酸素が観測されていたことから，斃死原因と

して，低塩分あるいは低酸素が推定された。しかし、こ

れら環境要因に対する結氷水温に近い条件におけるアサ

リの耐性については不明であった。そこで，１℃の水温

条件下で塩分・溶存酸素耐性を室内実験で調べた。塩分

15psu以下で，かつＤＯ10％以下の条件でも，アサリは
試験開始後13日以上経過してから斃死し始め，アサリの
低水温下における低塩分・貧酸素耐性は極めて強かっ

た。アサリの生息にとって，塩分15psu以下の場合には
塩分が制限要因となるのに対し，塩分20psu以上の場合
には飽和度40％以下のＤＯが制限要因であった。

A319 北水試研報　58 17-21 2000

水温操作によるマツカワ雌雄の性成熟の同調

萱場隆昭，杉本　卓，佐藤敦一，尾崎雄一，

足立伸次，高丸禮好，山内晧平

飼育水温がマツカワ雌雄の性成熟に及ぼす影響を明ら

かにするとともに，水温操作によって，採精及び採卵適

期を同期化することを目的として，水温別の飼育実験を

行った。人工３歳魚を自然海水温で飼育した場合，雄の

方が雌よりも早い時期に成熟し，採精及び採卵の開始時

期はそれぞれ２月及び４月であった。これに対し，飼育

水温を10月から12月までは18℃とし，その後，自然海水
温まで降温したところ，雄では，一定期間，精子形成の

進行が抑制されて，採精開始時期が遅れ４月となった。

一方，雌では，高水温条件下でも卵黄形成が正常に進行

し，採卵開始時期は４月のままであった。以上の結果，

マツカワ雌雄を12月までは18℃で加温飼育し，雄の成熟
速度を雌に同調させることにより, 雌雄ほぼ同時期に人

工受精を実施できると考えられた。

A318 北水試研報　58 ９-16 2000

北海道オホーツク海沿岸域における地まきホタテガイの

閉殻筋中のタンパク質量とグリコーゲン量の季節変化

宮園　章，中野　広

1992～1994年の3年間，オホーツク海南部海域の常呂漁
場と根室海峡沿岸の野付巽漁場で，ホタテガイの閉殻筋

重量，タンパク質・グリコーゲン量および水温・塩分・

クロロフィルa濃度の季節変化を調査した。常呂のホタ

テガイは春季植物プランクトンブルームに依存する成長

パターンを持ち，夏季には閉殻筋タンパク質を消費する

消耗期を持つことが明らかとなった。

他方，巽のホタテガイは安定した餌料条件の下で安定し

た成長パターンを持ち，夏季に閉殻筋タンパク質の消費

を伴う消耗期を持たないことが明らかとなった。閉殻筋

のタンパク質とグリコーゲン量の変化は餌料環境とホタ

テガイの成長の関係を示す良い指標になることが示唆さ

れた。

A320 北水試研報　58 23-32 2000
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北海道オホーツク海沿岸域における地まきホタテガイ閉殻

筋中のRNA/DNA比および酸性プロテアーゼ活性の季節変化

宮園　章，中野　広

1992～1994年の３年間，オホーツク海南部海域の常呂
漁場と根室海峡沿岸の野付巽漁場で，ホタテガイの閉殻

筋中のRNA/DNA比および酸性プロテアーゼ活性の季節

変化を調査した。両漁場のRNA/DNA比の季節変化は閉

殻筋タンパク質の増加・減少過程とよく一致した。

タンパク質増加率がゼロとなる時のRNA/DNA比（常呂，

4.9,巽，3.6）はホタテガイの消耗状態を判断する基準値と
なりうるかもしれない。酸性プロテアーゼとRNA/DNA

比との相関関係は常呂の高水温期でみられ，酸性プロテ

アーゼの代謝回転維持に関わる役割を示唆した。

A321 北水試研報　58 33-39 2000

噴火湾八雲沿岸における養殖ホタテガイの成長，生残と

漁場環境要因の関係

嶋田　宏，西田　芳則，伊藤　義三，

水島　敏博

八雲沿岸において，８年間にわたる養殖ホタテガイの成育

状況と漁場環境をモニタリングし，重回帰分析を用いて，

水温と餌環境が成長と生残に及ぼす影響を検討した。

重回帰分析は，独立変数として６～12月と12月～翌年
３月それぞれの期間における積算水温および積算クロロ

フィルa濃度と，本養成開始直後（６月）のホタテガイ

の全重量と生残率を用い，本養成期間における成長量と，

出荷時期における生残率を従属変数として行った。

その結果，ホタテガイの成長と生残は，本養成開始直

後の成長と生残の状態と，その後の水温と餌環境により，

よく説明できることが分かった。また，得られた重回帰

式を用いて，出荷時における成長と生残の状態を大まか

に推定できることも示した。

A323 北水試研報　58 49-62 2000

流水水槽におけるホタテガイの成長と生理活性に及ぼす

流れの強さの影響

宮園　章

放流後２年のホタテガイを異なる流れの強さに設定し

た３基の流水水槽で飼育し，流れの強さがホタテガイの

成長と生理活性に及ぼす影響を検討した。実験開始時お

よび終了時には閉殻筋・生殖巣・中腸腺重量を，実験終

了時には閉殻筋タンパク質・グリコーゲン・RNA/DNA

比・酸性プロテアーゼ活性を測定した。殻の成長および

各部位の指数は，中流条件下でのホタテガイの成長が良

いことを示した。閉殻筋のタンパク質，グリコーゲン含

有率は,いずれの水槽でもホタテガイの消耗がなかった

ことを示した。閉殻筋のRNA/DNA比と酸性プロテアー

ゼ比活性は，強い流れがホタテガイに生理的なストレス

を及ぼしている可能性を示唆した。

A322 北水試研報　58 41-47 2000
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